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　芦別130周年・市制施行70周年を記念し、10月29日に市民会館で記念式典が行われ、空知管内の

首長や議長をはじめ多くの来賓や市民など約350人が節目を祝いました。

　式典の冒頭、芦別の歴史を振り返る６分間の動画「あしべつの歩み」が上映されました。

　荻原市長は、「市民が未来に希望をもって安心して暮らし住み続けたいと実感できるよう、力

強く市政の推進に努力していきたい」と式辞を述べました。

　その後、市政の発展に貢献した功労者らを表彰し、最後に市内のバレエ教室「芦別市スターキッ

ズ・ダンスＭａｘ」の子どもたちがバレエを披露、会場から大きな拍手が送られました。

　記念式典の後、本市出身の外交ジャーナリスト・作家である手嶋龍一さんが「北の大地から新

たな針路を探る～台湾危機とプーチンの戦争～」と題した記念講演を行いました。


